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１．研究計画の概要 

MOT 分野におけるエンジニア、研究開発
マ ネ ー ジ ャ ー 、 CTO(Chief technology 
officer)等にとって管理会計を取り入れるこ
とが重要であることを理解できるようにす
るために、以下の(1)～(3)を実施する。 
(1) MOT と管理会計の関係整理： MOT と
関連する管理会計分野の理論を体系化する。 
(2)MOT に関わる管理会計手法の開発： 
MOT との親和性に注目し、一般的な管理会
計手法を改良し、また、新手法を追加する。 
(3)MOT と管理会計の学際領域におけるケー
ス研究： 製造業における MOT としての管
理会計ツールの適用性について研究する。 
 
２．研究の進捗状況 
 (1) MOT と管理会計の関係整理 

MOT（Management of Technology）は、
企業全体の経営革新の立場にたち、企業理念、
企業目的、企業戦略と一体となって技術戦略
を開発し、これを実践すること｡あるいは、
イノベーションを創出するダイナミックプ
ロセスと捉え、新技術知識の創生、技術資産
の蓄積、技術知識の製品活用における移行過
程における効果的マネジメントを推進する
こと｡さらには、企業が保有する技術知識体
系を新たな知識体系に変容させる行為であ
り、知識体系の組替えにより新たな価値を創
造することと定義されている｡MOT 領域の
体系を整理し、課題を抽出し、MOT と管理
会計との関わりについてフレームワークを
構築する試みを行った。具体的には、文献研
究、実態調査に基づいて、とくに下記につい
て理論、方法論を整理した。 
①研究開発段階からのコスト戦略、原価企画 

 IT 投資のコストと部門間への波及効果を
i/o 分析を応用して可視化できる手法を提案
し、MOT の一つとして位置づけた。また、
素形材産業における原価計算・原価管理シス
テムを開発し、実務への応用をはかることで、
エンジニアに原価管理の重要性を説いた。 
②研究開発・事業化・産業化のプロセス管理 
管理連鎖を実現するマネジメント・プロセ

スと価値連鎖を実現するビジネス・プロセス
を対象とし，それらプロセス間の最適なバラ
ンスを図ることがビジネス・プロセス・マネ
ジメント（BPM）の目的であると考え、ビジ
ネス・プロセスを継続的に改善する仕組みと
して、ビジネス・プロセスの経過をモニタリ
ング／分析／評価する BPM ツールを研究し
た。これは MOT 体系の一つに組み入れるべ
きもので、その統計的分析によってビジネ
ス・プロセスの評価を実施するとともにビジ
ネス・プロセス改善を促すことが重要である
ことを指摘した。 
(2)MOT に関わる管理会計手法の開発 
研究・開発・事業化・産業化のプロセス管

理について、とくに、製造業と物流業をケー
スとして研究をおこなった。 
 具体的には、トレーサビリティ・システム、
データ・マネジメント、BPM（ビジネス・プ
ロセス・マネジメント）の融合手法を提案し、
実務への適用を試みた。製造工場において、
徹底して品質保証技術を確立することは重
要であり、その視点での BPM の意義は大き
いが、最終製品品質だけでなく、製造データ
と品質データをトレースし、品質問題の解決
からプロセスの改善に結びつくために BPM
の適用が望まれている。品質保証のために、
仮説から原因を推定するのではなく、仮説を
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検証できるだけのデータの確保が必要にな
る。つまり、生産条件、生産状態と個体管理
を直結させたトレーサビリティ・システムが
必要である。 

戦略を中核に据える BSC（バランスト・ス
コアカード）に対して、BPM ではプロセス
を重視する。BPM を BSC のフレームワーク
に当てはめて、いわばプロセス重視型の BSC
を考えれば、BPM の位置づけがより明確に
なる。BPM とデータ・マネジメントは、結
果的に BSC の枠組みでの業績管理にマッピ
ングすることが可能であることがわかった。
これらの成果を研究論文だけでなく、啓蒙書
という形で出版することで広く普及させる
努力を行った。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（MOT と管理会計の関係整理、MOT に関わ
る管理会計手法の開発が順調に進み、特に
BPM、データ・マネジメント手法の開発は計
画以上の成果が出ている。） 
 
４．今後の研究の推進方策 

MOT と管理会計の関係、MOT に関わる管
理会計新手法について、企業実態アンケート
調査を行い、その分析、考察を行うことで本
研究の総括を行う。 
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